
箕輪城跡（高崎市） 築城年代：永正元年（1505年）、築城者：長野業尚

　　　　ここは「搦手口」にある史跡箕輪城跡駐車場/前方の木々があるエリアが城跡





　　　　　　北側から見た箕輪城跡前景



　　　　「搦手口」から見た箕輪城跡/前方に説明坂が立っている



　　　　　　正面のエリアは「搦手馬出」



　長野氏時代から北条氏時代までは、ここが大手口であったようだ



　　　　まず、「搦手口」→「二の丸」→「大堀切」→「郭馬出」→「木俣」と進んでみよう



　　　　　「搦手馬出」



左手を見たところ/「外堀」の名残りが感じられる



　　　ここを右手に登ると「二の丸」、左手に行くと「大堀切」に出る



　　　　　これは左手に少し進んだ所で、東屋の屋根が見える「二の丸」の左下に「大堀切」が見えている



　　　さて、右手に進もう/前方が「二の丸」



　　　　ここで右手を見ると、これは「本丸」東側の帯郭で「稲荷曲輪」方向に続いている/後程行ってみよう



　　　さて、折れのある搦手からの虎口を登って「二の丸」へ進む



ここが「二の丸」/東側から西方向に見たところ



　　　　「二の丸」と記された標柱があり、説明坂も立っている







　　これは南西側から北東方向に見たところ



　　　　　　振り返って「三の丸」につながる西虎口を見たところ/空堀と土橋がある



　　　これは「二の丸」の東端の東屋の付近で、武田軍の大軍勢が押し寄せてきたという東側の搦手、明屋集落方面を見たところ





　　　　こんな感じ



　　　さて、「二の丸」の南方向を見ると「郭馬出」とその間の「大堀切」が見える/標柱と説明坂が立っている　



　「一城別郭の城」という



　　　これは「大堀切」を「郭馬出」へ渡る土橋



　左手に「大堀切」を見たところ/左手が「二の丸」、右手が「郭馬出」



　右手に「大堀切」を見たところ/左手が「郭馬出」、右手が「二の丸」



　ここが「郭馬出」　/標柱と説明坂が立っている





　東側から西方向を見たところ/左手は復元された「郭馬出西虎口門」



　右手を見たところ/今渡って来た土橋が見える



　　　　　これは振り返って東方向を見たところ/「郭馬出」を取り巻く空堀が見える



　　南側から「二の丸」（北方向）を見たところ



これは振り返って南方向を見たところ/「郭馬出」を取り巻く空堀の向こうに「木俣」が見える



　空堀を見下ろしたところ



　　　これが復元された「郭馬出西虎口門」



　　左手を見たところ/狭間も復元されている



　　　右手を見たところ



　　　　　振り返って北方向を見たところ/回りに土手が設けられているのが見て取れる/左手が「二の丸」



　　　　ここで左手に「二の丸」方向に「大堀切」と土橋を見ると堀底に石垣が見える



　　さて、「郭馬出西虎口門」を西側に出てみよう/「郭馬出」を取り巻く空堀を渡る土橋がある/右手が「大堀切」



　　　左手を見たところ



　　　　　右手を見たところ/「郭馬出」を取り巻く空堀が「大堀切」に落ち込んでいる



　　　橋を渡り、「郭馬出西虎口門」を西側から東方向に見たところ/左手が「大堀切」/手前に説明坂がある





　　前面の２階部分は張り出しており、「石落とし」が復元されている





　　　「郭馬出」を取り巻く空堀を見たところ



　　このように続いている/東方向を見たところ



　　　　　左手の「大堀切」に下りてみる



　　　　　これが先程見えた「大堀切」の堀底の石垣/背後は土橋/左手が「二の丸」、右手が「郭馬出」/手前に説明坂がある



　　　　　この石垣は復元されたもののようだ



　　　振り返って西方向に「大堀切」を見たところ/右手は「三の丸」



　　　その先に行ってみる/ここから下がっている/前方は「虎鞱門」のある「大堀切口」



　そこで振り返って見たところ/先程の石垣が見える/左手は「三の丸」



　　アップで見たところ



　さて、ここは「郭馬出」の南側に見えた「木俣」



　　　　　　標柱と説明坂が立っている











　　そこから「郭馬出」（北西方向）を見たところ



　　　　　　左手の西方向を見たところ/平場が広がっている



　　　ここは「木俣」の南側で、正面の土橋を渡って右手に進むと「大手尾根口」に至る



　　　　　　これは「木俣」を南西側から北東方向に見たところ



　　　その先の平場



　　　右手（南東方向）を見ると空堀が見える



　　　アップで見たところ



　　　　その左手（東方向）を見たところ



　　　　さて、これは「木俣」の東側で北西方向を見たところ/空堀の左手は「郭馬出」



　　　　　その右手（北方向）を見たところ/平場が続いている



　　アップで見たところ



　　　　　その平場で西方向を見たところ/空堀の左手が「木俣」、右手が「郭馬出」



　　　　空堀越しに「郭馬出」を見たところ



　堀底を見下ろしたところ



　これは「大堀切」を見たところ/左手が「腰馬出」、右手が「二の丸」



　　　　「大堀切」の堀底で南西方向を見たところ/左手が「腰馬出」、右手が「二の丸」



　次は「本丸」→「御前曲輪」→「三の丸」→「蔵屋敷」→「通仲曲輪」→「稲荷曲輪」→「新曲輪」へと進んでみよう



　　　　「二の丸」から北西方向にある「本丸」へと進む/舗装されているが、手前は「二の丸」と「本丸」の間の空堀を渡る土橋



　　左手にその空堀を見たところ/左手が「二の丸」、右手が「本丸」



　正面は「本丸門馬出し」





「本丸門馬出し」を南側から北方向に見たところ



　　　そこで振り返って見たところ/この下は最初に搦手から「二の丸」へ登って来た虎口



　　　　さて、これは「本丸門馬出し」の先を見たところ/ここは「本丸」への南虎口で、右手には土塁がある/左手前方が「本丸」





　　　左手にさまざまな石碑が立っている







　　　　　これは「土塁の土がくずれないように作られた石垣





　　　　こんな感じ



　　　　さて、「本丸」の標柱と説明坂が立っている/南東側から北西方向に見たところ



「本丸門馬出し」は「曲尺馬出し」ともいうようだ





　　これが東側の高い土手（土塁）/前方の「御前曲輪」の東側まで続いている/南側から北方向を見たところ



　　　その土塁は下部には石が積まれ、腰巻土塁となっている



　これはその土塁上から東方向を見下ろしたところで、「本丸」の東下にある帯郭が見える



　　　　　これは「御前曲輪」の手前の北虎口から東側の土塁を見たところ/北側から南方向を見たところ



　　　　これは土塁の上に登って北側から南方向を見たところ



　　これは土塁の上から東方向を見たところ



さて、ここは「本丸」の北虎口で、正面は左手の「本丸」と右手の「御前曲輪」との間の空堀/東側から西方向を見たところ/手前が浅く、
前方が深くなって「本丸」西の空堀につながっている





　　　　　　　これは「本丸」で北側から南方向を見たところ



　これは反対に南側から北方向を見たところ/東側の土塁が見える



　左手で「本丸」西の空堀を見下ろしたところ/堀底に説明坂が見えるがここに「本丸」から前方の「蔵屋敷」に出る橋が架かっていた



　　　　付近に石が積まれていたが・・・



　　さて、これは「本丸」から空堀越しに「御前曲輪」を見たところ/左手に屋根が見えるが、これは井戸の覆屋



　　前方は「御前曲輪」/東側から西方向を見たところ/手前に標柱と説明坂が立っている







　　　東側から西方向を見たところで、正面に井戸の覆屋が見える



　　　　　北側から南方向を見たところ



　　　このエリアには様々な石碑があった



　　　　　　「箕輪城将士慰霊碑」とある



　　　　ここが井戸







　　　　井戸の裏手（西側）に説明坂がある/前方に木柵がある







　　　ここから西側の空堀を越えて前方の「通仲曲輪」に木橋が架けられていたという



　これは「御前曲輪」の南西隅から西側の空堀（左手）沿いに井戸（前方に覆屋が見える）方向を見たところ/手前は土塁であろうか



　　　　　西側の空堀とその向こうの「通仲曲輪」を見たところ



　その堀底を見たところ



　これはその土塁の上に立つ石碑/手前の両脇に立つ砲弾のようなモニュメントが意味深



　　　　　　さて、これは「御前曲輪」の北端から北西方向を見たところで、前方は西側から北側に廻り込んでいる「通仲曲輪」



　手前の空堀を見たところ



　　　　　　これは「御前曲輪」からその空堀に下りて行く虎口



折れを伴いながら堀底に下っている/下に説明坂があるようだが、そこは「御前曲輪北堀」



　　さて、「本丸」と「御前曲輪」の間の空堀の西側から、「本丸」と「御前曲輪」を取り巻く空堀に下りてみよう



　　　これは振り返って右手の「本丸」と左手の「御前曲輪」の間の空堀を見たところ



　　「本丸」と「御前曲輪」を取り巻く空堀に下りて、振り返って見たところ/右手が「本丸」、左手が「御前曲輪」



　　　そこで左手を見たところ/この空堀は右手の「御前曲輪」を取り巻いて延びている/正面前方は「通仲曲輪」/左手は「蔵屋敷」



　　　振り返って反対方向（南方向）を見たところ/左手が「本丸」、右手は「蔵屋敷」



　　　　　　右手を見ると説明坂がある







　　空堀を南方向に少し進んで見たところ/右手に説明坂が立っている/この部分の地盤が少し高くなっている



　　　その先を見たところ/左手は「本丸」、右手はこの辺りから先が「三の丸」のエリア



　　　　　　その地盤の高い所を西側から東方向に見たところ





　　　　この地盤の高い所が橋台ということか/前方が「本丸」



　　その橋台を南側から北方向に見たところ



振り返って南方向を見たところ/「本丸」を取り巻く空堀はここで左手（東方向）に折れている



　　東方向に折れた空堀を見たところ/前方は東方向で、正面は右手の「二の丸」から左手の「本丸」への虎口



　　　　　そこで右手を見ると、右手の「三の丸」と左手の「二の丸」との間の空堀が、この空堀に接続してくる様子が見て取れる



　振り返って北方向を見たところ/左手が「三の丸」、右手が「本丸」



　　　　　さて、空堀のコーナーから「三の丸」へ上がって見よう/ここも虎口の一つ



　　　　　ここが「三の丸」/北西側から南東方向を見たところ



　　　　「三の丸」という標柱が立っている







　　　　南東側から北西方向を見たところ



　　　　振り返ると土塁が廻っている/土塁の向こうは「大堀切」



　　　　　　その「大堀切」を見たところ



　　　堀底を見たところ





　左手を見ると土塁は東側で北方向に折れて「三の丸」を廻っている



　　　これはその折れて廻った土塁を北側から南方向に見たところ/左端前方に「二の丸」への土橋が見える



　　　　　　これが前方の折れた部分



　　前方が「二の丸」への土橋/右手が土塁で左手は「二の丸」と「三の丸」との間の空堀



　　　　近づいて土橋を見たところ/土橋の向こうは「二の丸」



　　　　　振り返って右手の「二の丸」と左手の「三の丸」との間の空堀を見たところ



　　　　　その空堀の先を見たところ/「本丸」を取り巻く南側の空堀に接続している



　　　こんな具合/下が「本丸」を取り巻く空堀



　　これはそこで振り返って左手の「二の丸」と右手の「三の丸」との間の空堀を見たところ



　　　さて、これは「三の丸」の南西側にある虎口/こちらへ進むと「鍛冶曲輪」、「大手虎鞱門口」へと至る/左手に石垣が見える



　　　　　これは「三の丸門跡」の石垣



　　南西側から見た「三の丸門跡」と石垣/説明坂が立っている





　さて、これは先程「本丸」の西側を取り巻く空堀から「三の丸」へ上がって来た虎口を見たところ/前方が空堀でその向こうが「本丸」



　　　　　そこで左手（北西方向）を見たところ/この「三の丸」は向こうに行くに従って段々に高くなっている



　　　　こんな塩梅



　　一番高くなっている所から向こうが「蔵屋敷」というエリアのようだ



　　　　　　この先に分け入ってみよう



　　これは振り返って「三の丸」を見たところ



　「蔵屋敷」を見てから空堀に下り、「通仲曲輪」、「稲荷曲輪」、「新曲輪」と進んでみよう



　　ここが「蔵屋敷」/北西方向を見たところ



右手に標柱が立っていた



　　前方が「本丸」の西側を取り巻く空堀で、その向こうが「本丸」



　　　　　　「蔵屋敷」を北西方向に進むと空堀が過ぎっていてその向こうに新たな平場があるが、そこが「通仲曲輪」のようだ



　堀底を見下ろしたところ



　　　　右手を見ると「本丸」と「御前曲輪」の間から空堀に下りてきた階段が見える



　　　これはその空堀に下りて、上で見えた左手の「蔵屋敷」と右手の「通仲曲輪」との間の空堀を見たところ



　　　これはその空堀に分け入って見たところ/左手が「蔵屋敷」、右手が「通仲曲輪」



　　　　さて、「本丸」、「御前曲輪」の西側を取り巻く空堀を北西方向に進んでみよう





　　　　　　右手前方に石垣が見えてきた/左手が「通仲曲輪」、右手が「御前曲輪」



　　これがその石垣/説明坂に「御前曲輪　西石垣」と記されている





　　ここに「御前曲輪」と「通仲曲輪」との間の橋が架かっていた



　これは「通仲曲輪」の平場に登って見たところ



　　　　そこから見た「御前曲輪　西石垣」



　　　　石垣の上方を見ると「御前曲輪」で見た木柵が見える



　さて、更に空堀を北西方向に進もう/この先から右手に折れて行く



　　　　　　こんな感じで右手の「御前曲輪」を取り巻いている/左手は「通仲曲輪」



　ここは「御前曲輪北堀」/右手の階段は「御前曲輪」から下りてくる虎口/左手は「通仲曲輪」/前方は「稲荷曲輪」で左手高所は櫓台



　説明坂が立っている/前方の開けたエリアが「新曲輪」/左手が「通仲曲輪」で、その先が「霊置山（玉木山）」/右手が「稲荷曲輪」





　　さて、これは「搦手口」から「二の丸」へ進む途中にあった左手の「本丸」東側の帯郭で、ここを前方の「稲荷曲輪」方向に進もう



　　少し進むと前方に一段高い平場が見えてくる/左手が「本丸」、右手は東側の外堀



　　　　こんな塩梅/正面が「稲荷曲輪」



　　　左手を見ると前方は先程の「御前曲輪北堀」/左手が「御前曲輪」、右手が「稲荷曲輪」、前方の突き当たりが「通仲曲輪」



　　　　これは「稲荷曲輪」を南東側から北西方向に見たところ



　　　北西端に標柱と説明坂が立っている





　　　　　　正面が稲荷山で櫓台としての機能を負ったらしい



　　ここから登ってみよう



　　　　稲荷社がある



　　　これは西方向の「御前曲輪」との間の帯曲輪を見たところ



　　　　これは北西方向の「新曲輪」との間の空堀を見たところ



　　こんな石碑もあった



　　「故箕輪城主長野氏三代慰霊碑」とある



　　　　　　これが北の虎口/前方は「新曲輪」のエリアとなる



　　　　振り返って「稲荷曲輪」を北側から南方向に見たところ



　　　　　その左手を見るとこのように深い外堀となっている



　その堀底を見たところ



　　　　さて、「御前曲輪北堀」から「新曲輪」へと進んでみよう



　　　　　前方が「新曲輪」のエリア/左手は「霊置山（玉木山）」/右手が「稲荷曲輪」の櫓台である稲荷山



　　　　　これは左手を見たところ/正面は左手の「通仲曲輪」と右手の「霊置山（玉木山）」との間の空堀



　　右手の「霊置山（玉木山）」を見たところ



　　　　振り返って「本丸」、「御前曲輪」と「稲荷曲輪」との間の帯曲輪を見たところ



　　　　さて、前方は「新曲輪」のエリア



　　　　そこで左手を見たところ/この前方に「丸馬出」がある



　　　左手を見たところ/正面は右手の「稲荷曲輪」と左手の「新曲輪」との間の空堀



　　　　　振り返ると「稲荷曲輪」の櫓台である稲荷山が見える



　　　さて、右手の「稲荷曲輪」と「新曲輪」との間の空堀を進む



　　　　右手は「稲荷曲輪」の北の虎口/前方の窪んだ所は「稲荷曲輪」の東側の外堀/左手が「新曲輪」



　　　　これは少し先に進んで振り返って「新曲輪」を見たところ/前方に標柱が立っている/左手前は一寸したマウンド



　　　これがマウンド



　　　　　これが標柱/前方が「新曲輪」





これは「新曲輪」を南側かｒ北方向に見たところ



　　　　　振り返ると前方は「御前曲輪北堀」方向/左手が「稲荷曲輪」の櫓台/右手は「霊置山（玉木山）」



　　　　　　その左手を見たところ/向こうの「稲荷曲輪」との間の空堀が巡っている



　さて、ここが「新曲輪」の西側にある「丸馬出」



　　標柱と説明坂が立っている/標柱には「丸馬出」と記されている





　赤丸の所が「丸馬出」で三日月堀となっている/三日月堀は現在は埋まってしまっている



　　　　「丸馬出」から北方向を見たところ



　　西方向を見たところ



　　東方向を見たところ



　　　　「丸馬出」を三日月堀跡に沿って時計回りに廻ってみる



　　　　こんな感じ



　　　三日月堀は埋まってしまっているが、雰囲気は感じられる



　　　　　そこから「丸馬出」を見たところ



　　　　さて、これは「丸馬出」の背後の「霊置山（玉木山）」との間の空堀を見たところ



　　　堀底を見たところ



　　　　　　堀底に下りて東側から西方向を見たところ/左手が「霊置山（玉木山）」



　さて、これは「新曲輪」の東側で、南東方向を見たところ/右手が「稲荷曲輪」/左手には「外堀」が廻っていた





右手の「稲荷曲輪」とその間の空堀を見たところ



　　　　　空堀を南東方向に見たところ



　　これは少し南東方向に進んで、空堀越しに「本丸」とその手前の帯曲輪を見たところ



　　　これは空堀に下りて北西方向を見たところ/左手が「本丸」とその手前の帯曲輪



　　　　　　振り返って南東方向を見たところ/右手が「本丸」とその手前の帯曲輪



次に「大手虎鞱門口」→「鍛冶曲輪」→「三の丸の石垣」と進んでみよう



　右手が「大手虎鞱門口」/左手には「白川口埋門」と記された標柱と説明坂が立っている



　　これは右手の「大手虎鞱門口」の看板



　これが左手の「白川口埋門」と記された標柱と説明坂/正面が「埋門」で白川河原へ下りる虎口となっている



　　箕輪城と鷹留城は別城一郭といわれるように、一体としての機能を負っていたようだ



　　これが虎口両側の石積み（石垣）の遺構



　　　左手の石積み



　下から見上げたところ



　これは白川の対岸から箕輪城跡を見たところ



　　　さて、これが「虎鞱門」の跡/標柱と説明坂が立っている





　　　　こんな感じ



　　　　そこから城内方向を見たところで、ここは「大堀切口」/ここを上って行くと先に見た「郭馬出」に出る



　「大堀切」を少し進んでみる/左手は「三の丸」



　この「大堀切」の堀底には直交する石積み（石垣）があったという



　　さて、「大手虎鞱門口」から「鍛冶曲輪」方向へと進んでみよう　



　　説明坂が立っている





　　　　こんな具合



　前方に標柱が立っている





　　ここが「鍛冶曲輪」



　反対側から見たところ



　　さて、ここから「三の丸」へと登って行こう



　　　　　左右に折れながら登って行く



　　振り返って見たところ



　　　　　登る切ると平場が見えてくる



　正面に石積みが見える



　　　　右手を見ると説明坂が立っている





　　　　　　「大堀切」を見下ろしたところ



　　さて、これが石積み（石垣）/説明坂がある



　　　　この石垣の先には既に見た「三の丸門跡」の石垣がある



　　右手前は大きな石で、左前方は小さな石で積まれているようだ



　反対側から見たところ



最後に「追手門」→「丸戸張」→「大手尾根口」→「観音様口」→「木俣」→「椿名口」へと
進んでみよう



　ここが「追手門」/標柱と説明坂が立っている







　　　これはその左手で、「丸戸張」を見上げたところ/正面の擁壁の上が「丸戸張」



　　　　これは「大手口」を少し進んだ所/ここを進むと「大手尾根口」方向へと至る



そこで左手を見ると、正面のエリアが「丸戸張」



　　　ここが「丸戸張」/標柱が立っている



　　　　こんな感じ



　　　　さて、「大手尾根口」方向へ進もう



　　ここから入って行く



　ここが「大手尾根口」



　ここをまっすぐ進むと「郭馬出西虎口門」方面に至る/右手に行くと観音様口方面に至る



　　　　まっすぐ進むと堀切のようなところを土橋で渡って行く



　　　　　　前方に説明坂が立っている





　　そして右手に折れると左手が空堀となっており、この突き当たりを左手に行くと「郭馬出西虎口門」に至る



　　　　　さて、ここは「観音様口」の手前にある法峯寺の参道



　さまざまな石造物が並ぶ



　　説明坂が立っている



　　この辺りは「水の手曲輪」と云ったようだ



　　　法峯寺の山門/この背後が箕輪城跡



　　　　さて、左手から「観音様口」を進もう



「観音様口」に建つ観音堂



　　　こちらから進む



少し進んだところで、まっすぐ行くと「郭馬出西虎口門」方面、右手に行くと「椿名口」に至る



　　　　　まっすぐ進んだところで、左手は「大手尾根口」方面/更にまっすぐ進もう



　　途中から「郭馬出西虎口門」方面ではなく、右手に折れて進む



　　　突き当たりで左手を見ると空堀があり、その左手は既に見た「木俣」/正面やや左前方に「郭馬出西虎口門」の屋根が見える



　空堀の堀底に下りて北西方向を見たところ



　　さて、右手に折れて「椿名口」へと進もう



　少し進んで振り返って北西方向を見たところ



　　　　　少しずつ下って行く/左手サイドは平場となっている



　　　　　その左手の平場を見たところ



　　　平場に立って北西方向を見たところ



　　　更に下って行く



　その先の左手もこんな平場となっている/ここは空堀であったようだ



　　　右下を見ると先程の法峯寺が見える



　　　大分下って来た



　　説明坂が立っていた





　　その辺りから見えた箕輪小学校/そのグランドが「椿名沼跡」



前方に道路が見えてきた



　　その道路に出て振り返って見たところ/左手の道路を下って行くと「観音口」に至る



　　「椿名口」へは道路をこちらの方へ進む





　　　　するとこんな所へ行き着く/前方が大きな道路のようだ



　　その道路に出て振り返って見たところ



　　　標識に「椿名口入口」と記されている



さて、この道路を南東方向へ下って行く/巣子ぢ行くと道路左手の上が「椿山の砦」のエリア



　　　もう少し進んで正面の坂を上って行く



　　　上がり切ると一帯が墓地となっているが、この辺りが「椿山の砦」跡ということか



　振り返って見たところ



　これはそこから北西方向に箕輪城跡の「椿名口」方向を見たところ



これは左手の、「椿名沼跡」とされる箕輪小学校グランドを見たところ



　　これは「椿山の砦」を下って西方向に箕輪城跡を見たところ



　　　　　これは「椿名沼跡」とされる箕輪小学校グランドから箕輪城跡を見たところ



　箕輪小学校グランド脇のこの道が「椿名口」のある法峯寺の参道
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